
ラットの生殖細胞形成に必要な遺伝子を発見 

 
 
 

受精卵が赤ちゃんになる発生過程の初期に作られる始原生殖細胞は、精子・卵子

の元になる、生物にとって非常に重要な細胞です。しかし哺乳類のモデル動物で

あるラットにおいて、始原生殖細胞がどのような遺伝子の働きによって作られ

るかはよく分かっていませんでした。今回研究グループは、ラットにおいて始原

生殖細胞を作るために必要な遺伝子を明らかにし、さらに、それらの遺伝子を用

いて作られた始原生殖細胞をもとに、正常な赤ちゃんラットの出産に成功しま

した。本研究成果は、Stem Cell Report に掲載されました。 
 
  
生理学研究所の小林俊寛教授らは、自身らが以前に開発したラット ES 細胞 

(※1) から試験管内で始原生殖細胞を作る方法 (引用文献) を利用して、始原生

殖細胞作製に重要な遺伝子を検証しました。これまでの研究で、ラットと同じ齧

歯類であるマウス (※2) では、遺伝子のみで始原生殖細胞を作るために２種類

の方法が主に知られています。１つは、Tbxt という遺伝子を使う方法で、もう

一つは、Prdm14, Blimp1, Ap2γ という３つの遺伝子を使う方法です。まず、研

究グループは、この２種類の方法が、ラットの始原生殖細胞を作る際にも同様に

働くかを検証しました。その結果、Tbxt という遺伝子を使う方法では、マウス

での報告と同じように始原生殖細胞を作れましたが、Prdm14, Blimp1, Ap2γ と
いう３つの遺伝子を使う方法ではラットの始原生殖細胞を作ることはできませ

んでした。そこで詳細を調べたところ、Etv4 という遺伝子の活性化が必要であ

ることを突き止め、3 つの遺伝子に加えて Etv4 という遺伝子をあわせて使うこ

とで、遺伝子だけでラットの始原生殖細胞の作製に成功しました (イメージ)。
上記の遺伝子を使って作られた始原生殖細胞は、生殖細胞を作れないラットの

精巣に移植すると精子を作ることができ、作られた精子で顕微授精 (※3) をす

ると正常な赤ちゃんラットを生ませることができました。このことから遺伝子

を用いることで、通常の身体の中で作られる始原生殖細胞と遜色ないものが作

れることがわかります。 
 
今回の研究ではラットの始原生殖細胞を作るのに必要な遺伝子を明らかにで

きました。また加えて、マウスで明らかにされてきたことをラットでも検証する

ことで今まで発見されてこなかった新たな知見が得られることがわかりました。

概要 

研究成果 



このような研究を丁寧に重ねていくことで、将来的には不妊症の原因解明や、試

験管内で生殖細胞を作り動物の繁殖や生殖医療に利用するといった新しい技術

の開発に繋がると期待されます。 
 
(用語解説) 
※1 ES 細胞: 受精卵から作ることのできる身体のあらゆる細胞になれる細胞で

す。試験管の中で無限に増えることができます。 
※2 マウスとラット: マウスはハツカネズミ、ラットはドブネズミでどちらも同

じ齧歯類です。ラットの方が 10 倍ほど大きく賢いことから、外科学あるいは脳

科学・生理学研究に適しているという利点があります。 
※3 顕微授精: 細いガラスの針を使って精子を直接卵子の中に入れ受精させる

方法で、不妊治療の現場でも使われています。 
 

 
本研究の概要:通常の生殖細胞作製には BMP というタンパク質が用いられま

すが、本研究では BMP の代わりに外から入れた遺伝子を使うことで、始原生殖

細胞を作るために重要な遺伝子を明らかにしました。 
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